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基本的人権と人間の尊厳に関わるもので、障害者もまた社会の一員として非障害者が必要と感じているのと同じ希望と権利を有していると考えている。したがって、障害者を障害という理由だけで排除するこ があって良いとは考えていない 参加へのバリアを取り除くこ は、障害者 生活改善のみならず、社会全体 し も生産性 増大、失業減、政府依存削減につなが 。そして、男女双方のすべ の が公平に利益を得られるような政策インパクトを目標に、すべて 開発努力がなされ よう保障していかなければならない。このため、次の四つの取り組みが される必要がある。
　その第一は、障害者にとってのバリアを










の諸条項を障害者の生活へ インパクトを持つ諸政策・制度へと各国が転換させ 手段のことであり、全政府がこ 制度的 手段を講じる必要がある。具体的には 国内人権機関や障害問題担当専門部局 全国障害者会議といったような機関が想定される。障害者の平等な機会前進のためにもっともふさわしい法律、これらの諸法律を実施する政策手段と うのは、国ごとに様々であって、単一・同一 処方箋では済まないどの法律、どの政策手 が自国の特殊な環境や障害者のニーズを満たすのに最適かの評価・判断を、どの国もそれぞれ考え要がある。法・制度に万能薬はない。
世界銀行における 「障害と開発」 の メイン ストリーミン グと エ ン パ ワ メ ント政策の動向






















関連領域の分析枠組みと統合させ 必要ある。また現在、実施中のプログラム の戦略的統合の支援も必要である。障害と開発に関わ 諸原理に合わせて諸資源を動員し、障害のメインストリーミングの過程とその障害の現場でのインパクトとを監視・評価するような効果的なシステムの開発・実施が求められる。
　障害のメインストリーミングは、障害者
の機会均等を促進する手段である。メインストリーミング戦略の実施は、複雑で長期的なプロセスであり、多様なアプローチと政治との関わりが求められる。このメインストリーミング戦略には、障害関連諸政策のインパクトを実のあるものにし、より良いデータを得るため、また資金 確保し、政策決定過程での障害者 参加を保障すため、現在の障害と開発に関連した状況の分析が求められる。こ メインストリーミング戦略の成功は、各国政府当局の首脳部のこうした戦略への関わり方次第である。
　障害の問題に取り組むということは、障
害だけ 独立 政策パッケージとしてこれを見てはならず、そうではなく、メインストリーミング・プロジェクト 一部としてこれを見ていか ければならない。障害者の権利条約が私たちに示 てくれているのは、障害者もまたひとりの主体として、他の人たちとともに活躍できるような状況を求める機会を、同条約が与えてく ということなのである。
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［付記］
本稿は、二〇〇八年二月一二日に
国連社会開発委員会の「障害と開発」ワークショップにおける報告を元に筆者の了解を得て、日本語で再構成したものである。
図１新しいパラダイムと障害者の権利条約の枠組み
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